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令和５年度福岡県高等学校テニス大会開催注意事項 

（新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン）2023/5/9 改訂版 

福岡県高等学校体育連盟テニス専門部 

 

令和 5 年 5 月９日の改訂について 

5 月 8 日の新型コロナウイルス感染症の第５類感染症への位置付けの変更を受けて，従来

のガイドラインの見直しを行う。ただし，新たな変異株の出現などにより再び感染が拡大

した場合は下記「5/9 改訂前のガイドライン」に沿う対策に移行するものとする。 

 

1.これまでのガイドラインの下記の内容について運用を緩和する。 

（１）出場者に対する「大会参加同意書」の提出，全来場者に対する「健康観察票」の提

出は求めない。（各自で事前の健康管理を行うこととする） 

（２）有症状者来場については，来場を控えるよう協力を求める（生徒は所属校の校長が

認めないものの来場は不可）。 

（３）無症状者の来場制限は行わない。（各自で密にならないよう留意することとする） 

（４）マスク着用は各自の判断とし，状況に応じた着用を推奨する。（近接での会話や室内

で人との距離が取れないときなど） 

（５）基本的な感染予防対策（手洗い・手指消毒，身体接触は避ける，タオル・飲料の共

用は避ける等）は継続する。 

（６）新型コロナウイルス感染症により出場できなくなった場合の代替選手への入れ替え

はこれまでの方法で認める。（ただし理由を証明するものの提出を求める） 

 

（5/9 改訂前の新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン） 

１ 大会開催するにあたって 

（１）大会は無観客開催とする。選手、その他の部員生徒、引率者、保護者等を全て参

加者とし大会実施時の感染状況や会場の広さや設備の関係上、必要があれば来場で

きる参加者を制限して行う。（参加者の制限は県大会では県専門部が、ブロック予選

ではブロック専門部が実施日、会場ごとに決める。） 

（２）来場者の密が回避できない場合は、試合開始時間をずらす、試合終了後は直ちに

会場を離れる、審判方式を変更するなどして、可能な限り同時に会場にいる参加者

数を減らすよう努める。 

（３）応援で発声する場合は必ずマスクを着用することとする。 

（４）受付時や競技中、近接で会話を交わす場合にはマスクを着用するものとする。 

（５）県大会・ブロック大会とも、大会開催条件が整い実施予定であっても、その時点
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の感染状況に応じて（緊急事態宣言や県内の感染拡大など）、大会の急な中止又は延

期等の対応することがある。 

２ 大会開催・実施時の感染防止策について 

（１）コロナウイルス感染による参加の可否、部活動自粛による練習不足による参加可

否等については、各校において学校長により安全が確認された場合のみ参加できる

ものとする。 

（２）チェックリストを大会会場に掲示し、参加生徒、引率者、大会運営者それぞれの

立場で、定期的に確認し、各事項がきちんと遵守されているか参加者を含む関係者

全員が感染防止のために取り組みを実施する。 

３ 大会参加者への事前連絡 

（１）各校の引率者に、感染拡大防止のために以下の事項を遵守するよう求めること。 

（以下の事項に従わないなどの状況によっては、他の参加者の安全を確保する観点

から、専門部より大会への参加を取り消したり、途中退場を求めたりすることがあ

る。） 

① 各校の引率者は試合前に検温など健康状態の確認を行い、以下の事項に該当す

る場合は、自主的に参加を見合わせること。 

ア 体調がよくない場合。（例：発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合） 

イ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合。 

ウ 過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている

国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合。 

② 必要があれば直ちに着用できるようにマスクを持参すること。 

③ こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること。 

④ 手洗い用のマイタオルを用意する。（共用は禁止する） 

⑤ 他の参加者、大会関係者等との距離を取り、密にならないよう留意すること。 

⑥ 感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守、主催者の指示に従うこ

と。 

⑦ 大会終了後 2 週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、大会本

部（ブロック予選ではブロック専門委員長、県大会では県専門委員長）に速やか

に報告すること。 

※新型コロナウイルスに対するワクチン接種による発熱については、対象外と

する。ただし、発熱以外の症状が見られる場合は、関係機関の検査により判

断する。 

（２）大会当日の留意事項 

① 大会本部前、トイレ手洗い場の他、テニスコート出入り口（コート毎に設置し

てもよい）にも手指消毒剤を設置し、テニスコートに入る選手は手指消毒を必ず

するよう求めること。 

② 発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある人は会場内に入れない。 
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※新型コロナウイルスに対するワクチン接種による発熱については、対象外とす

る。ただし、発熱以外の症状が見られる場合は、関係機関の検査により判断

する。 

（３）大会参加者への対応 

１）体調の確認 

大会当日に、参加者から以下の事項を記載した「健康観察票」を求める。 

① 氏名（「年齢」、「住所」、「連絡先（電話番号）」については、参加校で把握

し、必要が生じた場合、速やかに連絡が取れるようにする。※個人情報の

取り扱いに十分注意する。） 

② 大会当日の体温。 

③ 大会前 2 週間における以下の事項の有無。 

ア 平熱を超える発熱。 

イ 咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状。 

ウ だるさ（倦怠（けんたい）感）、息苦しさ（呼吸困難）。 

エ 嗅覚や味覚の異常。 

オ 体重が重く感じる、疲れやすい等。 

カ 新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触の有無。 

キ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合。 

ク 過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされ

ている国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合。 

※大会前２週間に上記症状があった場合は、各校で感染または濃厚接触等

の有無を確認し、校長の参加許可が得られるまで該当者は来場しないこ

と。 

※新型コロナウイルスに対するワクチン接種による発熱については、対象

外とする。ただし、発熱以外の症状が見られる場合は、関係機関の検査

により判断する。 

２）マスク等の準備 

参加者がマスクを準備しているか確認する。（持っていない場合は専門部で用

意したものを着用させる）※競技中のマスクの着用は参加者の判断によるが、

競技中にマスク（特に外気を取り込みにくいＮ95 などのマスク）を着用して

いる場合は、十分な呼吸ができず人体に影響を及ぼす可能性があることに留意

するとともに、適宜周知するよう配慮する。 

３）大会参加前後の留意事項 

大会参加者は試合前後のミーティング等においても、密を避けること、近接で

の会話時にマスクを着用するなどの感染対策に十分配慮することを求める。 

（４）部員又は部顧問（関係指導者）の感染が判明した場合の考え方 

１）大会前 
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① 部員又は部顧問の感染が判明した場合には、感染者および、濃厚接触者と

認定された者の来場は認めない。（当該校の校長の許可がなければ参加を認

めない） 

② 個人戦出場者においては欠場とする。（その場合、ブロック予選において

は補欠の繰り上げ出場を認める。出場のさせ方については、各ブロックで

事前に各校に伝える。） 

③ 団体戦出場者においては当該登録選手と補欠との入れ替えを認める。ただ

し、団体戦の最初の試合が行われた後は入れ替えを認めず、出場可能な登

録選手が４名未満になった場合は、失格とする。 

２）大会期間中 

① 発熱等の症状がみられる場合、関係機関により感染の恐れがないと判断さ

れるまで、大会出場を認めない。（当該校の校長の許可がなければ参加を認

めない） 

② 当日、急に症状が出た場合は、保護者及び各学校管理職に連絡し帰宅させる。

その後については、①と同様とする。 

③ 他の選手等への健康観察を徹底する。 

※その後、新型コロナウイルスに感染したことが確認された場合は各学校や行

政機関の指示に従う。その経過等については、ブロック理事長を通じて高体連

に報告する。県教育委員会と合議のうえ、その後の大会運営については中止す

ることがある。 

 

運営サイドの準備について 

（１）大会の主催者が準備等すべき事項 

１）手洗い場所 

① 手洗い場には石鹸（ポンプ式が望ましい）を用意する。 

② アルコール等の手指消毒剤を用意する。 

２）更衣室、休憩所、待機スペース 

① 広さにはゆとりを持たせ、他の参加者と密になることを避ける。 

（短時間の使用に留める） 

② ゆとりを持たせることが難しい場合は、一度に入室する参加者の数を制限す

る等の措置を講じる。 

③ 室内又はスペース内で複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、

ロッカーの取手、テーブル、椅子等）については、こまめに消毒する。 

④ 換気扇を常に回す、換気用の小窓を開ける等、換気に配慮する。 

３）洗面所 

① トイレ内の複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、水洗トイレ

のレバー等）については、こまめに消毒する。 



 
 

5

② 手洗い場には石鹸（ポンプ式が望ましい）を用意する。 

③ 参加生徒にはマイタオルの持参を求める。 

４）応援者の管理 

① 応援者同士が密な状態にならないようにする。 

② マスクなしでの声を出しての応援や大声での会話を控える。 

５）参加者の区別 

① 選手・監督・審判員：コートに入る際は、必ず手指消毒を行うこと。 

② 競技役員：試合に必要な最低限の人数とする。 

③ その他の参加者：参加が必要な部員生徒・保護者等は大会実施時の感染状況

や会場の広さ・施設等に応じて、密を回避するのに必要があれば実施日・会

場ごとに可否、人数を制限する。（県大会は県専門部が、ブロック予選はブロ

ック専門部が決定する。） 

 

（２）競技会場及び競技上の留意事項 

基本的な感染対策 

① 会場において、手洗いや咳エチケット（常時マスク着用）などの基本的な感染

症対策を徹底するよう指導する。特に、会場出入り口やコート入り口（テニス

コート毎も可）にはアルコール消毒薬を設置し、トイレにポンプ式の石鹸等準

備する。 

② 競技中の水分補給に関してはチーム共用を禁止とし、個人のものを使用する。 

③ 競技における適切な環境の保持のため、会場内（クラブハウスや更衣室等）の

換気（できれば 2 方向の窓を同時に開ける）の徹底。空調や衣服による温度調

節を含めて、温度、湿度管理に努める。 

④ 人が集まる場所（待機場所）では密にならないよう互いに距離を保ち待機させ

る。 

⑤ 共有物の適正な管理又は消毒を徹底する。 

⑥ 競技中は以下の点に留意すること。 

・選手どうし（パートナー、対戦相手、監督）間の距離を確保し、握手やハイ

タッチ、肩を組むなどの身体接触は行わないこと（円陣を行う場合は互いに

接触しない距離をとり、声を出す場合はマスクを着用して行うこと）。 

・監督は、エンドチェンジ時などのコーチングの際はマスクを着用すること 

・マスクなしでの近距離での会話や発声はしないこと。食事を摂る際はお互い

の距離を確保し、会話せず同じ方向を向いて食べるなどの対策をとること。 

・タオルや飲料などの共用はしないこと。 

・ボールなどの必要なもの以外にはできるだけ触れないようにすること。 

・応援も互いに接触しない距離をとり、声を出す際はマスクを着用すること。 

（４）健康観察の実施 
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大会に参加するすべての者（選手、顧問、大会役員等、会場に入るすべての者）の検温

を実施。 

① 特に選手は引率者が責任をもって検温結果を確認し、大会本部に報告する。 

※選手以外の確認方法は各ブロックで定め、事前に周知する。 

② 引率者は、試合前に選手の健康状況（含む検温状況）を確認し、体調不良の

選手については保護者及び学校管理職に連絡の上参加させないようにする。

選手の健康状況については、引率者から専門委員長に報告し、専門委員長は

大会運営に支障がある場合にはその結果を各ブロック理事長に報告する。（県

大会の場合は理事長に報告する） 

③ 一般の来場者については、来場前の検温を促し、発熱があれば来場しないよ

う周知する。 

（５）抽選会・顧問会議について 

① 顧問会議については、感染拡大防止の観点を踏まえ、密が生じない人数・できる

だけ短時間で行う。 

② ドロー作成は公平性が保たれる最低人数で行う。 

（７）部員又は部顧問（関係指導者）の感染が判明した場合の考え方 

１）大会前 

① 部員又は部顧問の感染が判明した場合には、感染者および、濃厚接触者と認

定された者の来場は認めない。（当該校の校長の許可がなければ参加を認めな

い） 

② 団体戦においては、最初の試合が始まる前までの参加申込後の選手交代を認

める。 

③ 個人競技においては欠場とする。（補欠の繰り上げ出場は認める。） 

※出場選手の差し替えができる期限は各ブロックで定め、事前に周知する。 

２）大会期間中 

① 発熱等の症状がみられる場合、関係機関により感染の恐れがないと判断され

るまで大会出場を認めない。（当該校の校長の許可がなければ参加を認めな

い） 

② 当日、急に症状が出た場合は、保護者及び各学校管理職に連絡し帰宅させる。

その後については、①と同様とする。 

③ 他の選手等への健康観察を徹底する。 

※その後、新型コロナウイルスに感染したことが確認された場合は各学校や行

政機関指示に従う。また、その経過等については、ブロック理事長を通じて高

体連に報告する。県教育委員会と合議のうえ、その後の大会運営については中

止することがある。 

（８）大会参加申込について 

① 顧問は必ず、選手及び保護者から大会参加の同意書（原則として所定の様式を使
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用）を取り、校長責任のもと申し込みを行う。同意書は各学校で保管すること。 

② 大会参加を強要することがないよう配慮する。 

 

 

参考： 

・福岡県高等学校体育連盟「大会開催に向けた感染拡大防止ガイドライン」（2020.6.4） 

・日本テニス協会「JTA 公式テニストーナメント開催ガイトドライン」（2023.4.20 改訂）  
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